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 巻　頭　言
熊本地震と DPAT

宮崎県精神保健福祉連絡協議会　
常務理事　　　松　田　　裕　
（宮崎県精神保健福祉センター所長）

　皆様方には、日頃から本県における精神保健医療福祉行政の推進に、格別の御理解と御協力を
いただき、厚くお礼申し上げます。
　平成28年4月14日、熊本県熊本地方を震源地とした熊本地震は16日にも最大震度７を記録し、
市街地から山間部までの広い範囲に大きな被害をもたらしました。被災地の皆様方は、慣れない
避難所での生活、車中泊やテント泊を余儀なくされた方も多数いらっしゃると思います。また、
本震並みの強い余震が続き、不安な日々を過ごされたことと思います。改めまして、被災地の皆
様方には、こころからお見舞いを申し上げます。
　熊本地震では、発災翌日の15日から、災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ：Disaster 
Psychiatric Assistance Team）が全国から現地に参集し、活動しました。宮崎県 DPAT も、発
災翌日から現地に入り、6月末まで計16チームが活動しました。被災した精神科病院からの入院
患者の転院搬送の支援、災害ストレスにより精神的変化が見られた被災者の方々や自らが被災者
でありながら支援者でもある地元自治体等の職員の方々に対して精神医療の提供などを行いまし
た。私自身は、宮崎 DPAT 派遣調整における当県の決定を補助し、また DPAT として4月下旬
に阿蘇地区で活動しました。
　DPAT 設立の経緯を振り返ってみますと、DPAT は東日本大震災における「こころのケアチー
ム」活動の課題を整理する形で誕生しました。課題として、災害時の精神保健医療における急性
期支援の必要性が上げられました。具体的には、被災して孤立した精神科病院の支援が遅れたこ
と、災害ストレスによる精神的問題を抱えた被災者への対応、精神保健医療のニーズの把握・評
価が不十分であった、などでした。また、その中で、他地域から被災地に入る医療資源を適切に
配置するための指揮命令系統の必要性、情報や通信が混乱することから資機材の確保や災害支援
の人材養成等の事前準備の必要性も課題としてあげられました。そこで、平成25年４月、国は、
集団災害時に専門性の高い精神科医療の提供と精神保健活動の支援等を行うため、専門的な研
修・訓練を受けたチームをＤＰＡＴと定めました。過去、平成26年の広島県の土砂災害、御嶽山
の噴火災害、平成27年の北関東豪雨災害で DPAT が活動していますが、熊本地震では、全国か
ら1千隊を超える DPAT が参集し、活動しました。
　熊本地震では、被災した精神科病院からの入院患者の転院搬送は数日以内に速やかに行われ、
発災1週間以内には県外搬送を含めて転院を完了しました。災害時の精神医療システムとしての
DPAT が、指揮命令系統や事前準備の課題も合わせて機能した結果と考えることができます。
当県においても、平成26年度から宮崎県 DPAT 体制整備事業に基づき、DPAT 運営委員会を
設置し、同年度から当センターにおいて DPAT 研修会を開催してきました。また、平成26年８
月、内閣府主催の防災訓練である南海トラフ巨大地震を想定した広域医療搬送訓練が宮崎県で開
催され、全国で初めて県内外のＤＰＡＴ先遣隊が実働訓練を行うなど、体制整備を進めていまし
た。なお、平成26年３月の中央防災会議において作成された、南海トラフ地震防災対策推進基本
計画の中に DPAT が明記されています。 今後、宮崎県が被災地となった場合、他の都道府県の
DPAT に支援していただくこともあるかもしれません。また、災害時には他の医療支援チーム
や保健機関等との横の連携も必要になります。他地域での災害支援では、自県が被災地となった
想定で支援や連携、事前準備を進めていくことも重要と考えています。
　宮崎県 DPAT 含め県外 DPAT の支援活動は6月末で終了しましたが、現地でのこころのケア
活動は続いています。 DPAT の枠外での活動においても、被災地の方々に、少しでもお役に立
てるような、ゆとりを届けられるような関わりを続けて、1日でも早い復旧を支援していきたい
と思っています。　
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第55回 宮崎県精神保健福祉大会

　テーマ ： 「ともに生きよう　この地域で」
〜広げよう地域の正しい理解　増やそうみんなの社会参加〜

１　開催日時　　平成２７年１０月２３日（金）１２：２０〜１５：３５

２　場　　所    新富町文化会館

３  参加人数　　６５６名

４　大会内容
　⑴　アトラクション　ヴァイオリン＆ピアノデュオ
　　　　　　　　　　МИР（ミール）

　⑵　式典（表彰）
　　　宮崎県知事表彰　　　　　　　　　　　　　　７名
　　　宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰　　　６名、２団体
　　　宮崎県精神科病院協会会長表彰　　　　　　１２名

　⑶　体験発表
　　　「豊かな地域生活を目指して」清岩男　川島綾　大石健司（新富町）
　　　 「地域でふつうに暮らすために」児玉光一（宮崎市）

　⑷　特別講演　　演題　 「地域で当たり前に暮らす」　
　　　　　　　　　講師　阪井土地開発（株）代表取締役　阪井ひとみ氏

　⑸　展示・販売コーナー　
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰（平成27年度）
氏　名 住　所 所属・職名 功　　　績　　　概　　　要

上
かん

米
め

良
ら

千
ち

恵
え

子
こ

串 間 市

大地ワーク
作業所
管理者兼
サービス管理
責任者

　平成５年から、身体障害者授産施設に入社し、て
んかんや精神疾患を合併する方を支援した。
　平成２２年の障害者自立支援法施行以降は、事業
所の利用者に対して、精神疾患の理解だけでなく、
日々の状況を把握しながら一人ひとりの状況に合う
作業に携われるよう、常に現場に出て声かけ、家庭
的で細やかな気配りをもって支援している。
　トラブル等にも早期に対応し、利用者が安心して
継続利用できるよう工夫しており、利用者や家族か
ら絶大な信頼を得ている。串間市の社会資源の中心
となる存在になっている。

蓑
みの

部
べ

　千
ち

鳥
どり

都 城 市
社会福祉法人
こころ
施設長

　平成１６年「住み慣れた地域で暮らしたい」とい
う願いで小規模作業所を立ち上げた。
　平成２１年 NPO 法人こころの設立により、精神
障がい者等の日中活動の支援を行う「地域活動支援
センター」の運営や地域住民との交流に重点を置い
た就労支援事業や弁当配達、委託清掃等の生活介護
に取り組むとともに、地域移行支援協議会の委員と
して、地域移行・地域定着の推進に尽力した。
　  「障がいのある人が地域で安心して働き、幸せに
暮らせる」という夢の実現に向けて、訪問支援やグ
ループホーム、さらに通所支援事業にも取り組んで
いる。

平
ひら

岡
おか

　勇
ゆう

蔵
ぞう

小 林 市

宮崎県
断酒友の会
西諸支部
支部長

 平成９年に断酒会西諸支部に入会。平成１１以降、
通算で１４年以上にわたり支部長として活動。自ら
の断酒と共に、依存症者や家族への支援を行ってい
る。
　例会では、酒害体験の掘り起こしを行い、参加者
の断酒継続の力にしている。また、酒害に巻き込ま
れた家族の回復にも力を入れており、例会へは夫婦
同伴や家族での参加も多く、地域外からも含め、年
間２７０名の参加となった。
　専門病院と連携して、新規入会者の断酒継続のた
めに、個々の段階に応じた支援を行うなど、会員や
家族の支援に熱心に取り組んでいる。
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氏　名 住　所 所属・職名 功　　　績　　　概　　　要

竹
たけ

村
むら

　義
よし

政
まさ

宮 崎 市

宮崎市
レクリエー
ション協会
会長

　平成２０年より、毎月、新富町精神障がい者ふた
ば会が実施する「地域にこにこ交流会」で、レクリ
エーション指導者として活動している。
　また、毎年、NPO 法人宮崎県精神福祉連合会の交
流イベントや新富町内の福祉事業所のイベントにも
積極的に協力している。
　特別支援学校の教員経験があり、障がい者への深
い理解を踏まえて、障がい者と地域住民が一緒に楽
しめるようなレクリエーションや、障がい者の健康
維持を考えたレクリエーションゲームや軽スポーツ
を工夫して行い、当事者や地域住民に喜ばれている。

竹
たけ

森
もり

　初
はつ

子
こ

高 鍋 町
精神保健
ボランティア

　平成４年から２１年まで、西都保健所・高鍋保健
所デイケア、県立富養園デイケアで、レクリエー
ションゲームや軽スポーツなどのレクリエーション
ボランティアとして活動した。
　平成２０年より、毎月、新富町精神障がい者ふた
ば会が実施する「地域にこにこ交流会」で、ユニ
カールなどのレクリエーションボランティアとして
活動している。
　また、NPO 法人宮崎県精神福祉連合会の交流イベ
ントや新富町内の福祉事業所のイベントにも積極的
に協力している。
　障がいの有無に関わらず、誰でも参加できるレク
リエーションゲームや軽スポーツなどを通じて、障
がい者理解の促進や交流の場づくりに貢献してい
る。

たわわハー
トねっと

都 農 町
地域交流
活動団体

　口蹄疫被害の影響を受けた地域コミュニティの再
生を願い、居場所づくり、独居高齢者宅への訪問な
ど、幅広い活動を行っている。
　平成２３年開設の「都農ふれあいの居場所」で
は、年齢・性別・障がいの有無を問わず住民が集ま
り活動することで、住民同士のつながりや助け合う
関係づくりの機会となっている。
　また、「グリーンカーテンつくり隊」では、社会福
祉協議会や中山間盛り上げ隊等と協働し、独居高齢
者宅にグリーンカーテンを設置し、訪問時に傾聴活
動を行っている。
　活動は、地域の自殺予防に寄与し、精神障がい者
の社会参加の機会にもなっている。
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氏　名 住　所 所属・職名 功　　　績　　　概　　　要

児
こ

玉
だま

　勝
かつ

子
こ

日 向 市

日向地域活動
支援センター
はまゆう
センター長

　平成１４年の設立当初から、医療機関を母体とし
て設置された地域活動支援センターの責任者とし
て、地域とのつながりを大切にした運営を行ってい
る。
　障がいのある方の「こんな生活を送りたい」とい
う本人の意向を組み入れた支援に重きをおき、時に
は、フォーマルな支援では対応できない狭間の支援
にも進んで対応し、地域とのつながりを深めてきた。
　支援の際には、当事者の思いを大事にするため、
話し合いの場を設け、一緒に考えて、一緒に動いて
いる。当事者に寄り添う支援を行い、利用者だけで
なく家族の信頼も厚い。

延
のべ

岡
おか

の語
かた

り
部
べ

萌
もえ

ぎの会
かい 延 岡 市

ボランティア
団体

　平成２３年より、毎月、延岡市地域活動支援セン
ターみなとにて、民話の語り部、太極拳ボランティ
アの活動を実施している。平成２４年からは、宿泊
型訓練施設はまぼう荘で民話の語り部を行い、太極
拳ボランティアは今も継続している。
　精神障がい者など利用者のそばで民話を語り始め
ると自然に人が集まり、太極拳では、多くの利用者
が身体を動かすことを楽しみに参加しており、大変
好評である。萌ぎの会の会員全員が、精神障がい者
と積極的にコミュニケーションをとりながら活動し
ている。
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰を受賞して

大地ワーク作業所　サービス管理責任者
上米良　千恵子（串間市）

　今回、第55回宮崎県精神保健福祉大会におい
て、宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰を
いただき感謝いたします。
　主婦であった私が平成5年に身体障害者授産施
設あすか園に入社し、てんかんや精神疾患を合
併する方への支援実績を積んできました。平成
23年8月に精神障がい者を主体とする大地ワーク
福祉作業所に生活支援員として勤務後、平成24
年9月から現勤務地である就労支援事業所Ｂ型の
管理者兼サービス管理責任者として勤務中です。
　日頃から、事業所の利用者があっての私だと
思い、精神疾患の理解だけでなく、利用者のひ
とりひとりの体調等を声かけしながら、状況に
合った作業に携われるように心がけておりま
す。時折、利用者間のトラブル等もありますが、
ちょっとした変化にも気を配りながら早めに対
処し継続利用できるように務めているところで
す。
　作業内容的に農作業ですので、季節や天候によって厳しい作業内容もありますが、利用者の力
を信じて、関係機関の方々の御支援を受けながら、続けていきたいと思います。
　今回の受賞に対しては、利用者をはじめ関係者の皆様の御協力があったからだと思います。あ
りがとうございました。

受賞者の声
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社会福祉法人こころ施設長　蓑部　千鳥

　この度、第55回宮崎精神保健福祉大会において、宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰を頂
き、深く感謝致します。ご連絡いただいた時は、驚きとともに、私がいただいていいものだろう
かと戸惑いも大きいものでした。
　平成16年に障がいのある方と共に過ごしたいとの思いで、小規模福祉作業所ＯＨＡＮＡをス
タートさせました。地域の皆様にも応援や見守りをいただきながら活動してまいりました。障が
い福祉の時代の流れで、運営する事業の名称等は変わって行きましたが、「『幸せ』を当たり前
に」の思いは少しも揺らがずにあると感じています。　　　
　「こころ」では日中活動の場や住まいの場の提供、子どもさんや地域移行等の相談支援、放課
後等ディサービスと障がいのある方のライフステージを支える事業を運営していますが、「『幸
せ』を当たり前に」を実現できるように日々の支援を行っています。　
　今回、身に余る賞をいただけたのは、私個人ではなく、「こころ」全体でその理念を実現する
ように激励も込めて頂いたことだと改めて感謝申し上げます。
　最後にもう一度、「こころ」の支援者が心を一つに掲げている理念をご紹介して、感謝の言葉
を結びたいと思います。

こころの理念
「幸せ」

おいしいご飯が食べられる。
安心して眠れる。
喜びを共感できる。
生きがいがある。
人から必要とされる。
人から大切にされる。
心から笑顔になれる。
自分らしく生きる。
特別な事でなく、
誰にとっても当たり前になるように、
寄り添う支援をもって
社会福祉事業を行います。

受賞者の声
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宮崎県断酒友の会西諸支部　支部長　平岡　勇蔵

　この度は、宮崎県精神保健福祉連絡協議
会会長表彰をいただき、感謝申し上げま
す。
　私は、平成６年頃から飲み過ぎで体を悪
くし、市内の病院への入退院を繰り返しま
した。
　妻が ｢これではいけない｣ と思って、平
成７年にアルコール専門病院に連れて行き
ました。そこでアルコール依存症と診断さ
れ、３か月の入院生活が始まりました。病
院にいる時は飲めない生活だったのです
が、退院すると飲んでしまうので、また入
院です。
　２年間の間に３回入院しました。
　酒無しでの生活が不安でした。これでは
駄目だと思って、平成８年１１月に退院
し、平成８年１２月に宮崎県断酒友の会西
諸支部に入会しました。１年間は病院つな
がりで、都城支部の例会に妻と子どもで参加するようにしました。
　アルコール依存症という病気は、酒を一滴でも飲むと、また元に戻ります。飲まないために例
会に出席し、１日断酒で頑張っていこうと思っています。
　断酒会には、断酒の誓い、心の誓い、家族の誓いというのがあります。本当に、この通りです。
心に染みます。今日まで２０年間、断酒できているのも断酒会の会員、家族、行政の皆様のおか
げです。今まで迷惑をかけた人たちに恩返しできるように、皆様の支援をもらいながら西諸支部 
第２・第４土曜日の例会を続けていきます。
　酒で悩んでいる本人・家族の方、一度、西諸支部をのぞいてみませんか。
　これからも私は、酒害に悩む人達に断酒の喜びを例会を通して伝えていく活動をしていきま
す。
　今回の受賞は、感謝の気持ちでいっぱいです。
　本当に、ありがとうございました。

受賞者の声
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宮崎市レクリエーション協会　竹村　義政

　精神保健福祉事業でのボランティア活動に参加し、まだ日が浅いのに、このたび栄えある賞を
頂き、多くの方々が参加しておられる中、私自身大そうなことは何一つやってきておらず、面映
ゆい気持ちです。レクリエーション仲間の代表として受けさせて頂きました。
　こころの駅ハッピーパークの清岩男さん達と結成した宮崎県ユニカール協会の一員として「地
域にこにこ交流会」に新富町体育館を訪れたのがきっかけでした。
　レクリエーションゲームや氷上のスポーツであるカーリングを参考に体育館等で行うようスウ
エ―デンで考案されたユニカール競技を取り入れ、参加者との交流を通して、ユーモアと安らぎ
を分かち合いながら、私自身新しい発見をし、元気をもらっての活動を続けています。
　県民総スポーツ祭「ユニカール競技の部」が新富町での開催に取り入れられ、誰でも直ぐに出
来る競技とし実施していますが、優勝チームはハッピーパークの方々が６年間獲得しています。
　当初、私自身も集団の中に入ることがぎこちない状況であったのが、いつの間にか、「〇〇さ
ん」とか笑顔での声かけが出来るようになってき、集団での楽しさを分かち合えるようになって
きたのです。
　障がい者と健常者との境はなくなり、お付き合い
が出来る状態になったのです。いや、私達こそ皆さ
んに癒されているのです。
　にこにこ交流会の中での一番の楽しみは１２月に
ハッピーパークでおこなわれる餅つき・忘年会では
ないでしょうか。家族そして地域の方々、関係者等
多くの方が参加され、早朝よりの餅つき、つく人、
こねる人、丸める人、コンロで餅を焼く人等ハッ
ピーパーク施設の方々の息が一つになって達成でき
る喜びを感じる瞬間です。
　このような交流を通じて、障がいのある方、健常
者が共に生きることが出来る、社会を形成していけ
ることを心から願っています。
　今後とも皆様のご指導ご協力を頂き、微力であり
ますが地域社会のため尽くしていきたいとの思いで
す。
　ありがとうございました。

受賞者の声
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宮崎県ユニカール協会　理事長　竹森　初子

　突然の宮崎県精神保健福祉ボランティアの受賞で髙鍋保健所からご連絡を頂きとても驚きまし
た。なんとなくボランティアを続けていた私ですが、この様な名誉ある賞を受賞するとは心にも
思っていませんでした。私の最初のボランティアの出会いは、県立富養園での入所者の方々との
バレーボール大会が最初のきっかけでした。以前から何かできることがないかと思いながらボラ
ンティア活動に参加する機会ができました。まだその時は自分自身仕事をしていましたのでなか
なか思うように色んな活動ができなく、はがゆい思いも多々ありました。その中でたくさんの人
たちとの出会いがありました。色んな障害のある人たちとのミニバレーボール大会、フォークダ
ンス交流会、音楽鑑賞、時には施設の人たちとの交流会での一泊小旅行、またユニカール大会な
ど色んなボランティアに参加させて頂きました。その中でお金では買えない喜びを感じ始めてい
ました。
　この様な色んな出会いがあり私自身今では良い経験が出来て、また名誉ある宮崎県精神保健福
祉連絡協議会会長賞を頂けたことに感謝すると共に今後自分自身の生きがいのある生活を高める
為に、自主的奉仕活動に努めたいと思います。
　無理をせずにボランティアが出来ること、自分なりに満足のいく生き方、納得のいくボラン
ティアに参加したいと考えています。
　名誉ある賞を頂き感謝申し上げます。

受賞者の声
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たわわハートねっと　代表　青木　智美

　今回は、会長表彰を頂き、誠にありがとうございました。
　私たちは、平成２２年に発生した口蹄疫がきっかけで、地域の絆作りを目的に設立した団体で
す。
　口蹄疫の終息後は、家畜を失った農家の方や畜産に関わる方が孤立しないよう、地域の方がい
つでも誰でも、用がなくても立ち寄ることのできる「都農ふれあいの居場所」を開設し、その中
で、心のケアにも重点を置き、気になる方がいたら、関係機関につなげられるように取り組んで
きました。
　口蹄疫発生から６年がたち、「都農ふれあいの居場所」は、単に『口蹄疫からのこころの復興』
という事だけにとどまらず、赤ちゃんから高齢者まで、障害の有無に関わらず、誰でもが利用し
て、世代を超えたふれあいが自然と行われています。そういうふれあいを通して、「何か困った
ことがあったら、手伝おうか？」という雰囲気も自然とできてきました。現在は、この「困った
ときはお互いさま」を仕組みにして、居場所だけでなく、地域全体にも広げたいとたすけあい活
動を行っています。
　このたすけあい活動では、地域の元気な高齢者が草取りや剪定作業を行ったり、また障害があ
る方には居場所で行うイベントのチラシを作成してもらったりなどしています。その人が出来る
ことで、誰かのくらしのちょっとした困りごとを解決し、いつまでも住み慣れた場所で、生き生
きと過ごすことが出来たら、今よりもっとすてきな地域になるのではないかと考えています。
　今回の受賞は、たわわハートねっとという団体に頂いたというよりも、都農ふれあいの居場所
を利用して下さっている方々、地域の方々の「みんな笑顔で、いつまでも、ここでくらし続けて
いきたい。」という想いと行動に頂いたのだと、みんなで喜んでいるところです。
　今後も地域の課題にについてみんなで考え、「今よりもっとよくなるために！」の精神で、活
動をしていきたいと思います。

←　この写真は、高齢者施設
に訪問している様子。地域の
赤ちゃんから高齢者までいろ
んな世代で訪問しています。
高校生が紙芝居をよんでいる
ところです。
　毎月１回、一人暮らしの高
齢者宅に訪問・傾聴活動を
行っています。

受賞者の声
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日向地域活動支援センターはまゆう　児玉　勝子

　この度、第55回 宮崎県精神保健福祉大会に
おいて、宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表
彰を頂き、深く感謝いたします。
　受賞の連絡を頂いた時は、喜びよりも驚きと
「私なんかが・・」という思いで一杯でした
が、同時に現在の福祉の仕事に携わってからの
“ 自分 ” を振り返る良い機会となりました。

　平成4年に看護師として医療法人向洋会協和
病院に就職し、平成14年4月『日向地域生活支
援センターはまゆう』の開所に伴い、異動でセ
ンター長に就任しました。
　気づけば、看護師として働いた年数よりも長
い期間を、はまゆうで働かせてもらっていま
す。

　20年前、「退院出来そうだけど・・」という “ 患者さん ” に、病棟で看護師として関わってい
ました。その “ 患者さん ” は現在地域で暮らしています。もちろん、入院していた頃よりも生き
生きとした表情で・・。
　支援者として関わり始めた頃は、「そんな遅い時間からの仕事は体調を崩すんじゃない？」と
か「フルタイムで働いたら体調を崩すんじゃない？」等の “ 体調 ” 優先の助言になっていたよう
に思います。今は、本人の“やりたい”気持ちを重視し、“結果に寄り添う”支援を心がけています。
しかしながら、一事業所の体制では限りがあることも現実問題です。

　最近関わったケースで、≪毎回同じ相談⇒毎回同じ支援⇒同じ結果≫という方がいらっしゃい
ました。スタッフの中に“これでいいのか・・この支援方法しかないのか・・”という思いが募り、
その方が住む地域の役場や社協にも一緒に検討して頂いた結果、一事業所では思いもつかない別
の方法が見つかったのです。そして何より、支援方法が変わった事で本人にも変化が見られまし
た。地域を巻き込む事で、様々な支援の方法が見えてくる事を学ぶと同時に、“ 障害者としてで
はなく、一地域住民として生活してるんだなあ・・地域の力は、すごい！ ” と実感しました。
　今、笑顔で作業所に通い、楽しそうに生活していらっしゃるその方を見ていてつくづく “ その
笑顔が見たくて ” 支援している自分に気づきました。
　皆の笑顔が見たいから、今後も努力と労力を惜しまず支援していきたいと思います。

受賞者の声
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延岡の語り部　萌ぎの会（延岡市）

「たのしく心通わせて」
　この度は第５５回宮崎県精神保健福祉大会において、思いがけぬ表彰を頂き、大変恐縮してお
ります。ありがとうございました。
　平成１６年、当時延岡には絵本などの「読み聞かせ」のグループなどはあったようですが「民
話を語る会」はなかったので、有志で話し合い、起ち上げて１２年、最初は主に県北に伝わる郷
土の民話を掘り起し、語り伝えようと地道に活動し、現在会員は３１名ですが、市内の高齢者ク
ラブや各施設、図書館、小中学校、保育園、虎屋サロンなど定例語り部や出前語りの訪問などし
て喜ばれております。
　今回の「延岡市地域活動支援センターみなと」さんは、平成２３年より毎月お伺いしており、
会員による民話語りと、太極拳のボランティアを継続させて頂いております。
　最初は「喜んで頂けるかな、語り部は大丈夫かな」と多少不安もありましたが、５年を過ぎた
今では、皆さんの表情も明るく生き生きして、お互い声を掛け合い、身体を動かし、時には冗談
も出て、私達の訪問を楽しみにして下さっていることが伝わり、それが何より嬉しく励みになり、
私達の方が元気を頂いて幸せな気持ちになって帰ります。
　所長様を始め職員の方達も明るく楽しい雰囲気で、私達会員も毎月その日を楽しみに訪問させ
て頂いておりますが、このような立派な賞を頂き恐縮している次第です。
　これを励みに今後も地域のみなさんに喜んで頂けるよう、語りの研鑽に努力するとともに、み
なさんとのコミュニケーションを大切に、楽しく訪問させて頂きたいと心に刻み、会員一同に代
わりお礼申し上げます。

受賞者の声
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第１５回宮崎県障がい者スポーツ大会報告

第１５回宮崎県障がい者スポーツ大会は、県内各地より１，６３０名の選手が参加して

開催されました。

障がい者スポーツの祭典であるこの大会は、スポーツを通じて障がい者相互の交流を図

り、障がい者の社会参加を推進するとともに、県民の障がいに対する理解を深めることを

目的としています。

大会当日はあいにくの雨模様となりましたが、各会場で熱戦が繰り広げられました。

また、会場では、家族や友人など多くの方々から、選手の皆さんへ温かい声援が送られ

ていました。

●〔期日〕平成２８年５月８日(日)

●〔場所〕宮崎県総合運動公園他

●〔選手〕１，６３０名 うち精神障がい者３５８名

・ バレーボール ２チーム １６人

・ ミニバレーボール １５チーム ９７人

・ グラウンド・ゴルフ ３８チーム ２４５人

●〔結果〕

・ バレーボール 優勝 江南よしみフェニックス（宮崎市）

第２位 江南よしみジャイアンツ（宮崎市）

・ ミニバレーボール １パート 野崎病院虹の丘Ａ（宮崎市）

【優勝】 ２パート 谷口病院オーシャンズ（日南市）

３パート 井上オールスターズ（宮崎市）

４パート 若草クリニックＡ（宮崎市）

・ グラウンド・ゴルフ Ａコース 野崎病院虹の丘Ａ（宮崎市）

【優勝】 Ｂコース 田中病院憩いの杜Ｃ（門川町）

Ｃコース 田中病院憩いの杜Ｂ（門川町）

※ バレーボール大会で優勝した江南よしみフェニックスチームは、第17回全国障

害者スポーツ大会（平成29年度：愛媛県）の九州ブロック地区予選に出場予定。

】ルーボーレバ【】フルゴ・ドンウラグ【

「第１５回障がい者スポーツ大会に参加して」 

特定非営利活動法人ほとくり会

１ はじめに 

  当ほとくり会は綾町と国富町にそれぞれ事業所を有している就労継続支援 B 型事業所 

です。主として精神障がい者を対象とした通所施設です。事業所名の「ほとくり」とは、雑

草の名前で俗名です。正しくは、稲科のメヒシバで夏になればどこの畑でも見かけます。

非常に強い雑草で踏まれても起き上がってくるところから作業所の名前を「ほとくり」としまし

た。  

２ 大会に参加して 

  第１回の大会からほとんど毎年参加しております。今年は、団体競技のグランドゴルフに

２チームを編成して参加。個人競技には、フライングデスクに１名が参加しました。 

   成績は、グランドゴルフは、相手に勝ちをゆずりましたが、５２歳の女性がホールインワン

をして記念品を、フライングデスクは、３位に入賞しメダルを受賞しました。 

３ 大会に参加しての感想 

（１） グランドゴルフでホールインワンをした女性は、

来年も参加してホールインワンをしたい。試合前

には１週間ぐらい練習を積んでから参加したいと

興奮気味に語っていました。 

（２） フライングデスクで３位に入賞した２１歳の女性

は、自宅の庭で３日練習をしてきましたが、来年

はもっと練習をして優勝を目指すと意気込んで

おりました。 

（３） ６２歳の男性は久しぶりに疲れたので、ぐっすり眠れた。来年も参加したい。皆と一

緒にするのが楽しい。今の仲間が来年も元気で参加できればいいのになあと語って

おりました。 

４ おわりに 

  全員が仲間の皆さんと参加できて楽しかったという感

想でした。来年は練習をして大会に臨もうと意思統一が

できたようです。私たち職員も一丸となって練習に参加

して、まずは一勝！を誓いました。 
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第１５回宮崎県障がい者スポーツ大会報告

第１５回宮崎県障がい者スポーツ大会は、県内各地より１，６３０名の選手が参加して
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できたようです。私たち職員も一丸となって練習に参加

して、まずは一勝！を誓いました。 
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結 果
憩いの杜Ｂチーム：優 勝
憩いの杜Ｃチーム：優 勝

○各地の人たちと交流できて良かった。
    これからも大会を続けてほしいです。

○緊張したけれど１位になれて良かった。

○良い結果で満足しました。
   もっともっと練習をして来年も参加したい。

○みんなで頑張って、
　　　　　　　来年もベストスコアを！！

○とても楽しかった。
　　　　　　　次回も参加したいです。

○同じ病院のチームで
　　　　　　１位が取れて良かったです。

○来年は全チーム１位を
　　　　　　目指したいです。

第15回宮崎県障がい者スポーツ大会（グラウンドゴルフの部）に参加して

特定医療法人 浩洋会 田中病院 精神科デイ・ケア 憩いの杜

田中病院 デイ･ケア憩いの杜からは、３チーム１５名の利用者様が参加しました。
以下、出場選手の感想と、大会での１コマです。

第15回宮崎県障がい者スポーツ大会に参加して
☆延岡市地域支援活動センター「みなと」＆仲間の会一同☆

延岡市のマイクロバス「くろしお号」にて延岡市役所を朝８時に出発、運転手さんの上

手なハンドリングで、暫し快適なドライブを楽しむ。しかし空は徐々に分厚い雲におおわ

れ、車内は選手 2 名の欠員があり、不安な空気がただよい始めたが、2 回の

トイレ休憩をはさみ、木の花ドームに無事到着する。ただちに大会役員に

相談、「オープン参加で大丈夫」とのことでほっと一安心！外は大雨であった

が、ありがたい事にドームでのプレイ、皆さんハツラツとゴルフを楽しんで

いました。メンバーさんによると『大会に参加する度に他のチームの応援も

行う様になった』とのこと、継続することは素晴らしい事だなと思った。

大会役員、ボランティアのみなさまへ感謝です！

★参加したメンバーさんの感想・・・

グランドゴルフはいつもやっていて、なれてました。外は雨が降っていたけど屋根つき

の木の花ドームだったのでよかったです。ホールインワンはでなかったけど来年も参加し

ます。宮崎まで高速を使って行き疲れました。来年は天気の良い事を願ってます。Ｍ．Ｋ．

★参加したメンバーさんの感想、抱負・・・

スポーツ大会に参加して非常に楽しくプレイが出来、ホールインワン賞をもらい頑張り

ました。今後もできるだけスポーツイベントに参加し、自分なりの成績を残したいと思い

ます、チームワークやルールを守りながら楽しくプレイしたいと思います。Nanatuyama 

★グラウンドゴルフの応援参加で感じたこと・・・

広々としたグリーンのしばふの上で、「ホールインワン・優勝をめざしてスティックでボ

ールを飛ばす。」みなぎる力とパワーを感じた。今年ホールインワンをだせなかった人も、

優勝できなかったチームも来年の参加をちかって別れたところで、闘志を感じた。Ｍ．Ｓ．

★5 月 8 日 県の三者スポーツ大会に参加して・・・

 宮崎では、あいにくの雨で屋外スポーツは途中で中止になりましたが、私たち仲間の会

は屋内でのグラウンドゴルフでしたので、心地よい汗を流させていただきました。

ややもすると、引込みがちな私たちにあたたかい手を差し伸べていただき、毎回楽しい思

い出が増え、気軽に声を掛け合う友が少しずつ増える思いがしています。

この様な企画や準備をしていただいた

スタッフのみな様に

心より感謝します。

これからも参加すること

が毎回まちどおしく

楽しみにしています。

ありありがとう
“ありがとうございます” 

が隠れてるよ！ 
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宮崎地域精神保健福祉協議会

当協議会は、宮崎市及び東諸県郡における精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的に

活動しています。 

【こころの健康づくり講演会】

日  時：平成２８年２月１０日（水） 

場  所：宮崎県総合保健センター 大研修室 

参 加 者：５９名 

内   容：講演「地域移行支援の要としての看護師の役割 

～医療現場から見た地域連携～ 」 

      講師 特定医療法人寿栄会 有馬高原病院 

患者支援センター地域移行支援室長 岡本 一郎 氏 

医療の第一線で、入院中の精神障がい者の実状を理解し、退院支援に取り組む精神科認定看護師

の視点からお話ししていただきました。内容は、院内の多職種連携による取り組みや院内に地域相

談事業所の役割発揮と実践の場を設定している地域連携の実際について御紹介いただきました。参

加者からは、「医療と福祉の連携について、講話を参考に、自分の病院でできることをやっていきた

い」など、多くの意見や感想が寄せられました。各関係者にとって、今後の取り組みのヒントとな

り、地域移行支援の意欲の喚起に繋がるものとなりました。 

【宮崎市内精神科病院球技大会】 

日  時：平成２７年６月８日（月） 

場   所：生目の杜運動公園 はんぴドーム 

参加チーム：２４チーム 

髙宮病院・野崎病院・井上病院 

 宮崎若久病院・古賀総合病院 

内  容：グランドゴルフ 

梅雨時期の雨が降る日の開催ではありましたが、 

参加いただいた選手の皆さんも、応援の皆さんも 

元気よく汗を流し、時には熱くゲームを楽しまれ、 

笑顔あふれる素敵な大会となりました。 

【協議会だより「ゆとり」発行】

精神保健福祉に関する情報提供と、協議会の活動を中心に編集した、宮崎地域精神保健福祉協議会だ

より『ゆとり第２０号』を発行しました。 

日南串間地域精神保健福祉協議会

 当協議会は日南市、串間市における 19 の関係団体と 2 団体 65 人の賛助会員により構成

され、精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的に活動しています。知識の

普及・啓発のための講演会や研修会、協議会だよりの発行などの事業を行っています。

【日南串間地域 レクリエーションスポーツ交流会】

当事者、家族、病院、地域活動支援センター、障がい者憩いの間運営協議会の方に加え、

民生委員や市役所の方々等にもご協力・ご参加いただき、交流会を開催しました。

今年度は、全員で楽しめる交流会となるよう、ミニバレーボールに加え、スカットボー

ル、ディスゲッターなど４種類のレクリエーションゲームを取り入れました。レクリエー

ション協会の方々にもご協力いただき、笑顔のあふれる交流会となりました。

【日 時】平成２７年１１月１７日（火）

【場 所】日南市総合運動公園多目的体育館

【参加者】１２５名

◇ミニバレー  

1 位  谷口病院Ｃ 

2 位  谷口病院Ａ

頑張った賞 県南病院Ｂ

◇レクリエーションゲーム 

1 位 県南病院デイケアリバース＆Wing

2 位 谷口病院デイケア

【協議会だより～潮騒～】

 精神保健福祉に関する情報提供、協議会活動を中心に編集した日南串間地域精神保健福

祉協議会だより～潮騒～を、年 1 回発行し、会員、関係機関、当事者・家族等へ配布して

います。

色々なゲームがあって楽しかった♪

また参加したいです!! 

宮崎地域精神保健福祉協議会
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今年度は、全員で楽しめる交流会となるよう、ミニバレーボールに加え、スカットボー

ル、ディスゲッターなど４種類のレクリエーションゲームを取り入れました。レクリエー

ション協会の方々にもご協力いただき、笑顔のあふれる交流会となりました。

【日 時】平成２７年１１月１７日（火）

【場 所】日南市総合運動公園多目的体育館

【参加者】１２５名

◇ミニバレー  

1 位  谷口病院Ｃ 

2 位  谷口病院Ａ

頑張った賞 県南病院Ｂ

◇レクリエーションゲーム 

1 位 県南病院デイケアリバース＆Wing

2 位 谷口病院デイケア

【協議会だより～潮騒～】

 精神保健福祉に関する情報提供、協議会活動を中心に編集した日南串間地域精神保健福

祉協議会だより～潮騒～を、年 1 回発行し、会員、関係機関、当事者・家族等へ配布して

います。

色々なゲームがあって楽しかった♪

また参加したいです!! 

日南串間地域精神保健福祉協議会
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 当協議会は都城市、三股町における精神保健福祉の推進を図ることを目的に活動しています。主な活動として

は、家族会等への活動助成や精神障がい者支援ネットワークを結成し、講演会や普及啓発イベントの企画、協議

会だよりの発行を行っています。

【こころの健康づくり講演会】

 日 時：平成２７年１２月１２日（土）午後２時から４時まで 

場 所：都城保健所 多目的室

参加者：７１名（一般、病院関係者、民生委員児童委員等） 

内 容：講演① 「私、アルコール依存症？？」 

         講師 九州保健福祉大学 講師 西田美香 氏 

講演② 「アルコール依存症と回復」 

         講師 宮崎県断酒友の会 都城支部長 永田真志 氏 

西田氏の講演では、アルコール依存症についての知識を学ぶことができました。アルコール依存症の回復は囚

われからの開放であり、何かに囚われて不自由な生活をしているようであれば、一人で悩まずに相談してほしい

と話されました。永田氏の講演では、日々断酒を続けることが家族の喜びにも繋がっていることや、アルコール

は独りではやめられないので、まずは専門の医療機関を受診してほしいと体験談を交えて話されました。講演会

を通して、家族や医療機関、地域が連携して依存症の問題に関わっていくことの重要性を強く感じました。 

【ふれあいニュースポーツ大会】

  日 時：平成２７年１１月７日（土）午前１０時から１２時まで 

  場 所：都城市勤労青少年体育センター 

  参加者：６２名（当事者、一般、ボランティア等） 

  内 容：ディスゲッター、輪投げ、風船バレーなどのニュースポーツを楽しみました。初対面の方ばかりで

したが、スポーツを通して交流を深めることができ、有意義な大会となりました。 

【協議会だより「オアシス」の発行】

平成２８年２月に協議会だより「オアシス」を発行しました。「突撃！地元の事業所さん」と題して、山田

りんどう福祉会の紹介等を掲載しています。 

都城北諸地域精神保健福祉協議会

（ディスゲッター）          （輪投げ）          （風船バレー）

お茶会 

フラ・オナオナによるフラダンス 風空氏トーク＆ピアノ演奏 

鼓囃太鼓による太鼓演奏 

当事者による体験発表 

作品展示 記念品づくり 
作品（協議会長賞） 

西諸地域精神保健福祉協議会

当協議会は、小林市、えびの市、高原町における精神障がい者の福祉の増進と地域にお

ける精神保健の向上を図ることを目的に活動をしています。 

【西諸地域精神障がい者文化交流会｢こすもす祭｣】
日 程：平成２７年１０月２８日（水） 場所：小林市文化会館

参加者数：約２９０名

精神障がいへの理解と関心を深めていただくことを目的に、文化交流会（通称：こすも

す祭）を開催しました。 

ステージ企画や交流企画と盛りだくさんの内容で賑わいました。 

 大勢の参加者が見守る中、地元で生活されている精神障がい者ご本人より｢日頃の生活や

作業所を利用しての想い｣と題して発表していただきました。参加された方々より、｢悩み

ながらも障害を乗り越えている姿に感動しました｣などの感想をいただきました。 

【協議会だより「ときめき」の発行】

平成２８年３月に協議会だより「ときめき」を発行しました。宮崎県精神保健福祉大会

の様子や西諸地域精神障がい者文化交流会｢こすもす祭｣の様子について紹介しています。 

～ ステージ企画 ～

～ 交流企画 ～

当事者やボランティアの方が、一緒になって

コーヒーサービスを行い大盛況！

都城北諸地域精神保健福祉協議会
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西都児湯地域精神保健福祉協議会

　西都児湯地域精神保健福祉協議会では、西都市、高鍋町、新富町、西米良村、木城町、川南町、都農町にお

ける精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的に様々な事業を行っています。

【レクリエーション交流会】

日 程：平成27年11月17日 

場 所：新富町町体育館 

参加数：102名 

内 容：風船バレー 

    ターゲットバードゴルフ 

　あちこちで歓声が上がり「競技が新鮮で面白かった」「来年度もスポーツ交流をしたい」等の感想が聞か
れました。 

【地域移行支援に関する研修会】

日 程：平成28年2月10日 

場 所：医療法人恵喜会西都病院 

参加数：66名 

内 容：「長期入院者を地域生活へつなぐために」 

    ～地域移行支援の実践 

サービス利用の体験談から～

講 師：地域生活支援センターすみよし   

相談支援専門員 山口 麻衣子 氏 

ピアスタッフ 児玉 光一 氏 

　地域移行支援サービスは入院中に利用できる福祉サービスであ

り、医療機関スタッフと地域援助事業者の連携が必要との話があ

りました。 

　また、地域移行支援サービス利用の事例では、19年間の入院生活から退院し、現在は「毎日、朝起きると、

わくわくする」と充実した生活をしている方が紹介されました。 

　参加者からは「支援の実際が理解できた。退院支援に活かしたい」「今後も地域移行支援の詳細をもっと

知りたい」との感想がありました。 

【出前講座】

回 数：３回 

受講数：延べ23名（社会福祉協議会職員、救護施設職員） 

内 容：精神疾患の理解と対応 

　受講者からは「具体的な事例がありわかりやすかった」との感想が

聞かれました。 

【協議会だより「心と心のたより」の発行】

　平成28年３月に協議会だより「心と心のたより」を発行しました。精神保健福祉事業功労者表彰の様子や

地元の事業所の活動紹介を掲載しています。 

日向入郷地域精神保健福祉協議会

当協議会は、日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村内の 25 の関係団体と 140 人の賛助会員

により構成され、精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的に活動しています。

【さわやか交流会】

日時：平成 27 年９月17 日（木） 場所：サンドーム日向 

競技種目：玉入れ、ホールインワン大会

医療機関や市町村のデイケア、地域活動支援センターなど

から、130 名の参加があり、とても盛り上がりました。

玉入れは、10 チームでタイムを競いました。

ホールインワン大会では、練習なしの２本勝負ルールで、

見事４名の方が、ホールインワンを獲得しました。

【こころの健康づくり講演会】

日時：平成 28 年 1 月 21 日（木） 場所：北郷林業総合センター

演題：「地域のつながり みんなの笑顔」

講師：ＮＰＯ法人こばやしハートム 尾﨑幸廣 氏

高齢の方が、これからも地域とつながり、生き甲斐を持って元気に生活できることを目的に講演

会を開催し、51 名の参加がありました。

高齢者の集いの場として「茶のん場」を開設した尾﨑氏か

らは、「茶のん場は、相談を受ける場ではなく、お茶を飲ん

で話をする場。みんなと自由に話せる場所で、みんなと普通

に話しをしていたら、悩みは自然と解消していく」とのお話

がありました。

参加者からは、「いろんな意味で人と話すのが大事」「人

と人との関わり、つながりは大切」「集まって話す事がみん

なの気持ちを明るくする」等の感想が寄せられました。

【地域家族会合同研修会】

日時：平成 28 年２月 22 日（月） 場所：日向保健所多目的ホール

内容：地域生活体験発表・交流会、

講話・演習（講師：甲斐裕治 氏）健康な｢体｣｢心｣づくり～自分の動きを再認識する～

今年度は、「60 歳で花嫁になった私」というテーマで、発表をしてもらいました。

参加者から次々と質問があり、ご本人が穏やかに回答

される内容に、参加者から、「ほぉ～」「素晴らしいね～。」

と、関心する声があがり、とても有意義な時間を過ごす

ことができました。

午後からは、体の基本の３つ動きを体験し、体の重心

を再確認することで、体の動かし方のコツを学びました。

参加者は初めての体験に興味をもっていました。

西都児湯地域精神保健福祉協議会
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延岡地域精神保健福祉協議会

【延岡ハートフルスポーツ大会】

●日 時 平成２７年１０月３０日（金）

●参加者 ９４名

●場 所 延岡勤労者体育センター

   各チームが練習の成果を発揮し、熱戦が繰り広げられました。

【こころのコンサート】

●日 時 平成２７年１２月２１日（月） 

●参加者 １８５名 

●場 所 カルチャープラザのべおかハーモニーホール  

９団体ものエントリーがあり、歌やダンス、演劇、演奏などを 

披露し、会場が盛り上がりました。 

【こころの健康づくり講演会】

●日 時 平成２８年３月３日（木）

●参加者 １４２名

●内 容

演 題：お互いを大切にするコミュニケーション・アサーティブ

～言いたいことを上手に伝えるには～」

講 師：アスク・ヒューマン・ケアライフ スキル・センター室長 木村 久子氏

日常生活で起こりうる場面の話やロールプレイにより、言いたいことを伝える方法について学

びました。普段は言えない感謝の気持ちを伝えることの大切さを改めて感じることができました。

【ピアスタッフによる地域移行へ向けた研修会】

 ●日 時 平成２７年１１月４日（水）、平成２８年２月２５日（木）

 ●参加者 ８８名

 ●内 容 

体験発表：退院へ向けた支援者との関わりについて

ピアスタッフ：地域生活支援センターすみよし 児玉さん・長友さん

ピアサポーター：ピアサポートさくらの会 坂元さん

【こころの広場】

心の健康づくりと精神障がい者支援、精神保健福祉情報の提供を目的として、年１回発行し、会員、

関係機関、当事者及び家族、ボランティア等へ配布しました。

当協議会は、延岡市における精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的として、延岡 

ハートフルスポーツ大会、こころのコンサート、こころの健康づくり講演会、こころの広場の発行

などさまざまな事業を行っています。

西臼杵地域精神保健福祉協議会 

当協議会は、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町における精神保健及び精神障がい者福祉の推進を

図ることを目的として、団体会員、個人会員で運営し、啓発活動を中心に事業を進めています。

【こころの健康づくり講演会】

 ●日 時：平成２７年１０月１日(木) 

●参加者：４５名 

●内 容 

（１）講 演  

 演 題 ： 「アルコール依存症の理解と対応」 

 講 師 ： 医療法人同仁会 谷口病院  

 比江島 誠人 医師 

内 容 ： アルコールが本人や家族にどのよ           

うな影響を与えるのか実例を交え 

てお話していただきました。アルコ

ール依存症には、自殺も大きく関連

しており、本人の治療だけではなく、

周囲の協力や支援も重要であると

改めて学ぶことができました。 

　参加者からは、医療（病院での治療）だけで

なく、断酒会やＡＡグループ等を活用しながら

地域で支援していく体制を整えていきたいとの

声も聞かれました。 

（２）体験発表 

ＡＡグループの方に自身の体験をとおして、現

在までの経過や思いをお話していただきました。

参加者からは「体験発表を聞いて感動した」「な

にかできることはないかと思い、興味深く聞く

ことができた」等の感想がありました。 

【家族のつどい】

 国見ヶ丘病院及び管内３町と合同で、精神障がい者の家族が抱えている気持ちを表現する場や

家族同士の交流を深める場、病気を理解する場を作ることを目的として開催しています｡ 

平成２７年度は２回開催し、９名の家族が参加されました。 

【協議会だより「精神保健福祉 たかちほ」の発行】

 心の健康づくりと精神障がい者支援、精神保健福祉情報の提供、啓発を目的として、年 1 回発

行し、管内全世帯及び会員、関係機関等に配布しました。 

延岡地域精神保健福祉協議会
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延岡地域精神保健福祉協議会

【延岡ハートフルスポーツ大会】

●日 時 平成２７年１０月３０日（金）

●参加者 ９４名
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●場 所 カルチャープラザのべおかハーモニーホール  

９団体ものエントリーがあり、歌やダンス、演劇、演奏などを 

披露し、会場が盛り上がりました。 

【こころの健康づくり講演会】

●日 時 平成２８年３月３日（木）

●参加者 １４２名

●内 容

演 題：お互いを大切にするコミュニケーション・アサーティブ
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 ●参加者 ８８名

 ●内 容 

体験発表：退院へ向けた支援者との関わりについて

ピアスタッフ：地域生活支援センターすみよし 児玉さん・長友さん

ピアサポーター：ピアサポートさくらの会 坂元さん

【こころの広場】

心の健康づくりと精神障がい者支援、精神保健福祉情報の提供を目的として、年１回発行し、会員、

関係機関、当事者及び家族、ボランティア等へ配布しました。

当協議会は、延岡市における精神保健及び精神障がい者福祉の推進を図ることを目的として、延岡 

ハートフルスポーツ大会、こころのコンサート、こころの健康づくり講演会、こころの広場の発行

などさまざまな事業を行っています。

西臼杵地域精神保健福祉協議会 

当協議会は、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町における精神保健及び精神障がい者福祉の推進を
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【こころの健康づくり講演会】

 ●日 時：平成２７年１０月１日(木) 

●参加者：４５名 

●内 容 

（１）講 演  

 演 題 ： 「アルコール依存症の理解と対応」 

 講 師 ： 医療法人同仁会 谷口病院  

 比江島 誠人 医師 

内 容 ： アルコールが本人や家族にどのよ           

うな影響を与えるのか実例を交え 

てお話していただきました。アルコ

ール依存症には、自殺も大きく関連

しており、本人の治療だけではなく、

周囲の協力や支援も重要であると

改めて学ぶことができました。 

　参加者からは、医療（病院での治療）だけで

なく、断酒会やＡＡグループ等を活用しながら

地域で支援していく体制を整えていきたいとの

声も聞かれました。 

（２）体験発表 

ＡＡグループの方に自身の体験をとおして、現

在までの経過や思いをお話していただきました。

参加者からは「体験発表を聞いて感動した」「な

にかできることはないかと思い、興味深く聞く

ことができた」等の感想がありました。 

【家族のつどい】

 国見ヶ丘病院及び管内３町と合同で、精神障がい者の家族が抱えている気持ちを表現する場や

家族同士の交流を深める場、病気を理解する場を作ることを目的として開催しています｡ 

平成２７年度は２回開催し、９名の家族が参加されました。 

【協議会だより「精神保健福祉 たかちほ」の発行】

 心の健康づくりと精神障がい者支援、精神保健福祉情報の提供、啓発を目的として、年 1 回発

行し、管内全世帯及び会員、関係機関等に配布しました。 

西臼杵地域精神保健福祉協議会
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平成28年度　定期総会を終える
特定非営利活動法人　宮崎県精神福祉連合会　理事長　立本　久子

　５月28日　ようやく定期総会を終え、今年度の活動方針が決定しました。
　昨年の定期総会で「宮精連に望むこと」ということで意見を聞いたとき、当事者の方から「料
理教室をしてほしい」という意見が出たので、今年の定期総会の始めに午前中は料理教室、午後
から議案審議という日程で実施しました。
　実習担当37名、食べ方専門23名総勢60名で調理室は満杯。献立は、おにぎり・卵焼き・豚汁・
サンドイッチの４品。実習を４班に分けて家族、当事者、役員それぞれが、持ちなれない包丁を
持ち、あぶなっかしい手つきで皮を剥いたり切ったりと自分の仕事に熱心に取り組み、約３時間
で料理は完成！　その後の昼食交流会は自分たちの作った料理の出来栄えに満足しながら和やか
に舌鼓を打ちました。今回の取り組みは、家族同士、当事者同士が交流を深め、相互に支援しあ
う和やかな姿が見られ、「家族・当事者が主役」という宮精連の目的を果たしたことを実感しま
した。
　定期総会では、①おもしろ演芸スポーツレクリエーション大会②「みやせいれん」広報誌の発
行③地域家族会との交流会④宮崎県知事への要望書の提出⑤事業所部会の開催その他、今年度の
活動方針を決定しました。

①　出来上がった料理（おにぎり・卵焼き・　
サンドイッチ・サラダなど）
②③　みんなで協力しての調理風景
④　おいしく頂きました

写真①

写真②

写真④

写真③
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私の居場所

宮崎県断酒友の会　会長　川野　信広

　宮崎県断酒友の会は今年、４６周年を迎えております。昨年は、創立４５周年記念大会を盛大

に開催できたことをうれしく思います。これもひとえに医療・行政、各県の断友の支援の賜物で

あります。心より感謝申しあげます。

　宮崎県断酒友の会は、現在７２名の会員でアルコール依存症からの回復の為に月例定会を各支

部１０支部で行っています。体験談を話す・聞くことにより自覚・反省が生じ、自分を変えてい

くことができます。また体験談だけでなく自助集団に身をおくということが、回復しやすい環境

にいる、ということがいえます。

　今まで宮崎県断酒友の会は、「孤独からの脱出」をテーマに断酒活動をしてきました。アルコー

ル依存症者は、断酒例会に参加し続けることによって仲間の体験談が耳にはいるようになり共感

することが多くなります。自分の体験談も話すようになってくると同志として認められ、仲間意

識が生まれてきます。また、失敗を乗り越えて断酒に成功した体験談では、成功した話で勇気づ

けられ、断酒への意欲が湧いて、これも仲間の支えのお蔭であることを痛感します。断酒例会に

出席したあとは満足感に浸り、仲間同士の連帯感が益々強くなって、次の断酒例会に、また出席

しようと思うようになります。

　「断酒例会は宝の山しかし通い続けなければその宝は見つからない」という標語が断酒会にあ

ります。このように断酒例会に出席し続けることによって断酒生活が楽になると思われます。

　また、宮崎県断酒友の会は、今年、レクリエーションを開催し大変盛り上がりました。また、

８月には九州ブロック研修会、来年２月に市民セミナーを開催予定です。

　宮崎県断酒友の会は、アルコール依存問題に関する事業を行い、社会啓発と地域の断酒組織の

結成及び事業を促進し、アルコール依存者の自立支援や酒害のおよぼす諸問題の未然防止と拡大

防止等を推進すると供に広く社会福祉に寄与することを目的とし、断酒活動に努力します。
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就労継続支援A 型事業所 SOLA
ソ ラ

【 SOLA の紹介 】 

 就労継続支援 A型事業所 SOLAは、平成 26年 12 月に「串間市初の A型事業所」として、サービス提供を開

始致しました。障がい者の方々が自立自活（仕事）を通して、地域生活を支える事を目指し、その人にあった業

務内容と働くうえで必要な人間関係づくりを支援しております。開業 2 年目となり、その人らしい生活の実現

と一般就労の実現を今後も支援出来るよう努力していきます。

【 施設概要 】 

 場 所： 串間市大字西方 2901-2 

 利 用 日： 月から金（土、日曜日は休み）＊月 8 日休みの為、土曜日出勤有 

 利用時間： 9：00～16：00（4 時間）＊皿洗い業務は時間変更有 

 利用定員： 10 名 

 ☎電話☎： 0987-72-3780 

【 仕事内容 】

社会福祉法人龍口会

地域活動業務 

皿洗い業務 

洗濯業務 

施設清掃業務 

～串間市初のA 型事業所～ 
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就労継続支援A 型事業所 SOLA
ソ ラ

【 SOLA の紹介 】 

 就労継続支援 A型事業所 SOLAは、平成 26年 12 月に「串間市初の A型事業所」として、サービス提供を開

始致しました。障がい者の方々が自立自活（仕事）を通して、地域生活を支える事を目指し、その人にあった業

務内容と働くうえで必要な人間関係づくりを支援しております。開業 2 年目となり、その人らしい生活の実現

と一般就労の実現を今後も支援出来るよう努力していきます。

【 施設概要 】 

 場 所： 串間市大字西方 2901-2 

 利 用 日： 月から金（土、日曜日は休み）＊月 8 日休みの為、土曜日出勤有 

 利用時間： 9：00～16：00（4 時間）＊皿洗い業務は時間変更有 

 利用定員： 10 名 

 ☎電話☎： 0987-72-3780 

【 仕事内容 】

社会福祉法人龍口会

地域活動業務 

皿洗い業務 

洗濯業務 

施設清掃業務 

～串間市初のA 型事業所～ 

地域社会での自立を実現するための支援事業所 特定非営利活動法人 希親会

お問い合わせ先 宮崎県都城市蓑原町８２４１－３

ＴＥＬ （０９８６）４６－１８３０

ＦＡＸ （０９８６）４６－１８３３

E-mail palette@kishinkai,jp 

なごみ 就労継続Ａ型事業〈定員２０名〉 

「労働者」として働きながら 

一般企業への就職を目指す 

活動内容 お弁当補助（配膳・洗い物・外交販売）

なないろ 就労継続Ｂ型事業〈定員２０名〉 

社会自立するため一歩一歩 

前に進んでいけるような支援 

活動内容 食品加工作業の委託業務、おむつケーキ作成

あとりえ 就労移行支援〈定員２０名〉 

職業訓練等、就業および生活の支援 

活動内容 職業訓練、販売、生産活動

ぱれっと 生活介護事業所〈定員２０名〉 

安定した生活を目指し 

必要な日常生活上の支援を行う 

活動内容 健康管理、身体介護

生産活動、創作活動、家族への支援

ぱすてる 短期入所〈定員 ８名〉 

短期間の入所を受け入れ、家族の介護の負担軽減

活動内容 食事、健康管理、生活相談、送迎

利用者および、その家族の身体的

精神的負担の軽減を図り充実した

日常生活をできるような介護

障がい者就業・生活支援センター 

障がいがある方が安心して職業生活を送れる

よう支援を行う国の指定機関 

活動内容 就職や生活の相談

就職後の定着支援

企業の障がい者雇用相談
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働く内容 

野菜ビュッフェ ツナギィーナの運営全般 
    調理、盛り付け、ホール、レジ、掃除、管理、外注請負作業など【A型】 
   簡単な調理、皿洗い、食器直し、掃除、雑貨製作、直売所運営など【B型】 

つなぐ農園の運営全般【有機無農薬栽培】 
    作付け、収穫、管理、出荷、営業、草刈り、除草、機械操作など【A型】 
    洗い、測り、袋入れ、梱包作業、草取り、清掃など【B型】 

施設外就労、施設外支援にも取り組んでいます。 

多機能型事業所 TSUNAGU 
就労継続A.B型 各定員10名 

見学、視察、相談等は随時受け付けております。

TSUNAGU株式会社 

TSUNAGU.co

〒886-0005 

宮崎県小林市南西方1073-7 

電話0984-22-0503 

FAX0984-22-0504 

Mail:tsunagu@lime.plala.or.jp 

特定非営利活動法人 ネットワーク福祉会 

グリーンハート美郷 

（就労移行支援・就労継続支援Ｂ型） 

午前中は、役場のトイレ清掃に行っています。 

        月・木 西郷支所 

        火・金 北郷支所 

         水  南郷支所（遠方のため１日） 

午後からの作業

 主に北郷にある椎茸問屋（株）岡田商店様から委託されている箱折りや干し椎茸の

足切を行なっています。 

他に 

農作業：イモ類、ゴーヤ・ニンニクなどを栽培し収穫した物を近くの

Ａコープで販売しています。 

ボートピア日向の清掃：年数回、ワックス掛けに行っています。 

  清掃作業の研修：技術の向上を目的として個別に研修を行なっています。 

その他：洗車や除草作業、営繕関係も利用者、職員が協力して行なっています。  

販売準備♪

箱折り・椎茸の

足切作業中

。すで迎歓大、学見

。いさだく絡連御に前事

間納宇郷北町郷美郡杵臼東

１地番０７６

休日活動 ☎０９８２－６８－６７１１

子様の

平成 24年 4月 1日開設 

　グリーンハート美郷は、緑豊かな山間の北郷宇納間にあります。 

　現在、就労移行 1名、Ｂ型９名の計１０名で活動をしております。 

　あかるく・やさしく・たくましく、を合言葉に利用者、職員が共に協力しあって作業な

どに取り組んでいます。 
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特定非営利活動法人 ネットワーク福祉会 

グリーンハート美郷 

（就労移行支援・就労継続支援Ｂ型） 

午前中は、役場のトイレ清掃に行っています。 

        月・木 西郷支所 

        火・金 北郷支所 

         水  南郷支所（遠方のため１日） 

午後からの作業

 主に北郷にある椎茸問屋（株）岡田商店様から委託されている箱折りや干し椎茸の

足切を行なっています。 

他に 

農作業：イモ類、ゴーヤ・ニンニクなどを栽培し収穫した物を近くの

Ａコープで販売しています。 

ボートピア日向の清掃：年数回、ワックス掛けに行っています。 

  清掃作業の研修：技術の向上を目的として個別に研修を行なっています。 

その他：洗車や除草作業、営繕関係も利用者、職員が協力して行なっています。  

販売準備♪

箱折り・椎茸の

足切作業中

。すで迎歓大、学見

。いさだく絡連御に前事

間納宇郷北町郷美郡杵臼東

１地番０７６

休日活動 ☎０９８２－６８－６７１１

子様の

平成 24年 4月 1日開設 

　グリーンハート美郷は、緑豊かな山間の北郷宇納間にあります。 

　現在、就労移行 1名、Ｂ型９名の計１０名で活動をしております。 

　あかるく・やさしく・たくましく、を合言葉に利用者、職員が共に協力しあって作業な

どに取り組んでいます。 
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会だより

平成２７年度事業実績

１．	 会議開催
　⑴	 第１回総会（平成27年５月25日）

　　① 役員の改選について

　　② 平成26年度事業実績について

　　③ 平成26年度決算について

　　④ 報告事項

　　　・第14回（平成27年度）宮崎県障がい者スポーツ大会の開催実績について

　　　・精神保健福祉活動支援事業について

　⑵　第２回総会・理事会（平成27年８月10日）

　　①　協議会会則の一部改正について

　　②　精神保健福祉功労者に対する「平成27年度宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰」の

　　　被表彰者の選考について

　　③　平成27年度精神保健福祉活動支援事業の審査について

　　④　平成27年度補正予算について  

　　⑤　精神保健福祉みやざき（第55号）の発行について

　　⑥　報告事項

　　　　・第55回精神保健福祉大会の広報について

      

　⑶　第３回総会（平成28年３月７日）

　　①　賛助会員の入会について

　　②　協議会会則の一部改正について　

　　③　平成28年度事業計画について

　　④　平成28年度当初予算について

　　⑤　平成28年度精神保健福祉活動支援事業について

　　⑥　第56回精神保健福祉大会について

２．	 大会開催
　⑴　第14回宮崎県障がい者スポーツ大会

　　　平成27年５月10日（日）宮崎県総合運動公園ほかで開催

　　　参加者　2,195名（選手数1,612名、うち精神障がい者323名）
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　⑵　第55回精神保健福祉大会

　　　平成27年10月23日（金）新富町文化会館にて開催

　　　参加者　656名

３．	 精神保健福祉功労者表彰
　⑴　県大会時表彰状及び記念品授与　 ８件（個人６名）

４．	 支援・助成
　⑴　精神保健福祉関係団体助成事業 （助成額　30万円）

　　①　宮崎県精神福祉連合会                        （助成額　30万円）

　⑵　精神保健福祉活動支援事業（助成額　41万円）

  （活動の部）

　　①　Ｍ 's ハートフル（自殺対策）		  （助成額　10万円）　

　　②　たわわハートねっと（自殺対策） 	 （助成額　 ８万円）

　　③　宮崎県精神保健福祉士会		  （助成額　10万円）

　　④　江南よしみ地域生活支援センター	 （助成額　10万円）

  （広報の部）

　　⑤　みやざき高次脳機能障がい家族会あかり	 （助成額　３万円）

５．	 普及・啓発
　⑴　機関誌「精神保健福祉みやざき（第55号）」の発行・配布（1,000部）

　⑵　啓発誌「心の健康（№70）」の作成・配布（8,000部）

　⑶　専用ホームページの運用

　⑷　検索システム「こころ安心・相談ネット（愛称：みやざきこころ青Ｔねっと）」の運用

６．	 その他
　⑴　九州精神保健福祉協議会理事会　（熊本市）　　平成27年11月27日開催

平成２８年度事業計画

１．大会開催
　⑴　第15回宮崎県障がい者スポーツ大会

　　　平成28年５月８日（日）（会場：宮崎県総合運動公園、宮崎エースレーン）

　⑵　第56回宮崎県精神保健福祉大会

　　　平成28年10月14日（金）（県北ブロック）
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２．精神保健福祉功労者表彰

　　第56回宮崎県精神保健福祉大会時に表彰状授与

３．普及・啓発事業
　⑴　機関誌「精神保健福祉みやざき（第56号）」の発行・配布（1,000部）

　⑵　啓発誌「心の健康（№71）」の作成・配布（8,000部）

　⑶　広報媒体「専用ホームページ」の運用

         ホームページアドレス（http://www.miya-seiren.com）

　⑷　「こころ安心・相談ネット（愛称：みやざきこころ青Ｔねっと）」の運用

　　　ホームページアドレス（http://www.m-aot.net）

　⑸　「自殺対策強化月間（３月）」関連普及啓発

　　　　パネル展示、チラシなどの配布

４．各種団体に対する助成
　⑴　宮崎県精神福祉連合会が実施する啓発活動等への助成

　⑵　宮崎県断酒友の会が実施する啓発活動等への助成

　⑶　ルピナス倶楽部が実施する啓発活動等への助成

　⑷　精神保健福祉関係団体が実施する啓発活動等への公募による助成

５．総会・理事会の開催
　⑴　第１回総会（平成28年５月下旬頃開催予定）

　　　平成27年度事業実績・決算承認、役員改選、精神保健福祉大会など

　⑵　第１回理事会（平成28年８月中旬頃開催予定）

　　　会長表彰受賞者決定、公募事業決定、機関誌発行など

　⑶　第２回総会（平成29年３月中旬頃開催予定）

　　　平成29年度事業計画・当初予算など

６．その他
　⑴　九州精神保健福祉協議会理事会（沖縄県）　　平成28年12月２日開催予定

　⑵　全国精神保健福祉連絡協議会総会（群馬県）　平成28年10月開催予定
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宮崎県精神保健福祉連絡協議会　役員名簿
平成28年４月１日現在

役　　職 氏　　　　名 機関・団体名等

会 　 長 髙　宮　眞　樹 宮崎県精神科病院協会　会長

副 会 長 石　田　　　康 宮崎大学医学部臨床神経科学講座　教授

常 務 理 事 松　田　　　裕 宮崎県精神保健福祉センター　所長

理　　 事 三　山　吉　夫 宮崎大学　名誉教授

理　　 事 後　藤　　　勇 宮崎地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 谷　口　　　浩 日南串間地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 内　田　恒　久 都城北諸地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 内　村　大　介 西諸地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 中　林　永　一 西都児湯地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 田　中　　　洋 日向入郷地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 吉　田　建　世
延岡地域精神保健福祉協議会　代表
宮崎県精神科医会　会長

理　　 事 植　松　昌　俊 西臼杵地域精神保健福祉協議会　代表

理　　 事 古　郷　　　博 宮崎県精神科診療所協会　副会長

理　　 事 渡　邊　浩　司 宮崎県福祉保健課長

理　　 事 日　髙　孝　治 宮崎県障がい福祉課長

理　　 事 立　本　久　子 宮崎県精神福祉連合会　理事長

理　　 事 川　野　信　広 宮崎県断酒友の会　理事長

理　　 事 矢　野　光　孝 宮崎県障害者社会参加推進センター　所長

監　　 事 山　﨑　睦　男 宮崎県社会福祉協議会　事務局長

監　　 事 和　田　陽　市 宮崎県保健所長会　会長

●役 員 数：理事18名（会長１名、副会長１名、常務理事１名を含む）、監事２名
●役員任期：平成27年４月１日〜平成29年３月31日（2年間。新任者も同じ任期）
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☆-----------------------------------------------------------------------------☆ 

  精神保健福祉センターは、県民の方のこころの健康の保持と向上を目的として、精神保健福祉 

に関する相談窓口を設けるとともに、広報紙やイベント等で普及啓発・広報活動を行っている公 

的機関です。 

精神保健福祉に関する専門的機関として、地域の保健所や関係諸機関の職員を対象とする研修を 

行ったり、連携や技術協力・援助をとおして地域保健福祉の向上のための活動をしたりしています。

☆-----------------------------------------------------------------------------☆ 

医師による診療相談（※予約制：０９８５－２７－５６６３）

内    容 日  時 

一 般 診 療 相 談 
精神科の病気、心の健康に関する問

題など精神保健一般について 
毎月第 1・3水曜日 

ストレス専門診療相談 
メンタルヘルスに関することやス

トレス、うつ病等の悩みについて 

毎月第 2・4月曜日 

毎月第 3 木曜日 

依存症(薬物)関連診療相談
薬物やアルコール、ギャンブル等の

問題について 

毎月第 1 木曜日 

毎月第 3 月曜日 

思春期精神保健診療相談 
思春期の精神的不調や、問題行動等

について 
月２回（不定期） 

電話相談

こころの電話（相談専用電話） 月～金曜 9:00～19:00（祝日を除く） 0985-32-5566 

その他、依存症等関連の事業

依存症家族教室 依存症者の家族等への心理教育 年 6回（3回×2 ｸｰﾙ）

発達障害家族教室 発達障害者の家族等への心理教育 年 2回 

摂食障害家族教室 摂食障害を持つ方の家族等への心理教育 年 2回 

ギャンブル依存症家族のつどい 依存症家族をもつ者同士のわかちあい 月１回 

薬物依存症家族のつどい 依存症家族をもつ者同士のわかちあい 月１回 

摂食障害家族のつどい 摂食障害の家族をもつ者同士のわかちあい 年 6回（奇数月） 

情報提供

サイト名 内         容 

宮崎こころ青Ｔねっと 

様々な悩みや心配事、こころの病気などを抱えている方のために、

相談窓口情報や生きがい作りの場などを案内する宮崎県民向け情

報サイト 

宮崎こころの保健室 

10代の若者に向け、こころの健康に関する情報をわかりやすく伝

えるための特設サイト。ストレス対処タイプ診断テストやメール

相談窓口あり。 

その他

   平成２６年７月１日より、センター内に「宮崎県ひきこもり地域支援センター」を設置し面接

相談、家族教室等を実施しています。 

宮崎県精神保健福祉センターからのお知らせ

住 所：〒880-0032 宮崎市霧島 1-1-2

電 話：0985-27-5663

ＦＡＸ：0985-27-5276

http://www.seihocenter-miyazaki.com/
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2  

TEL  

FAX  

 

6  

TEL

さまざまな悩みや心配事、心の病気などを抱えている方のために、相談窓口や
生きがいづくりの場などを案内する宮崎県民向け情報サイトです。
ホームページアドレス　http://www.m-aot.net

この青いＴシャツ（愛称：青Ｔ）には、
人知れずいつもたった一人ぼっちで悩み続ける方に向けて、

隣にいる誰でもかまわないから　何時でもかまわないから　少しだけでもかまわないから

「ひとりで悩まないで　誰かに話してみませんか」
というメッセージが込められています。

表紙説明

「ひまわり」
（日向市　提供）
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